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『重刊老乞大諺解』 三本に見える 
声調を表す傍点について
──上声の連読変調を中心に──
鋤　田　智　彦
０．　はじめに
　『重刊老乞大諺解』 は、朝鮮王朝が設置した訳学員養成機関である司訳院で
使われた漢語教科書の一つである。論者は今まで東洋文庫所蔵 『重刊老乞大諺
解』 に手書きの朱筆により記入された声調を表す傍点に対する考察を何度かに
わたって進めてきた。手書きによって記された声調を表す傍点については菅野
1977や金 1978で考察が行われてきたが、この度、同様な性質を持つと考えら
れる韓国ソウル大学奎章閣所蔵の 『重刊老乞大諺解』 二本を見る機会を得たの
で、これら三本を特に上声の連読変調の発生状況を対照、分析することによ
り、手書きによる傍点によって表される声調の状況を明らかにしてみたい。
１．　『重刊老乞大諺解』について
　１．１　『重刊老乞大諺解』とは
　高麗末期 （13世紀頃） に作られた漢語教科書 『老乞大』 は、旅行・貿易の様
子を会話体によって生き生きと表現したものであるが、時代にあった漢語を反
映するため、その内容そのものはほぼ踏襲しつつ何度かにわたって改訂が行わ
れてきた。当初 『老乞大』 成立時には訓民正音 （ハングル） がまだ制定されて
いなかったが、十五世紀半ばにハングルが制定されてからはハングルによる注
音と翻訳が行われるようになった1）。その改訂版の一つが今回取り上げる 『重
刊老乞大諺解』 （1795年） である。
　１．２　『重刊老乞大諺解』三本簡介
　　I)　東洋文庫本 （上下揃い）
　東洋文庫所蔵。分類番号 VII-1-31。全編にわたり朱筆により傍点が加えら
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れている。さらに一部の文字の脇にはその上から黒や濃い赤色で修正と見られ
る書き込みがされている。修正された箇所は三本の中で一番多い。以下、場合
により 「東」 と略す。
　　II)　 奎章閣本甲 （上下揃い）
　ソウル大学奎章閣所蔵。分類番号 4866。同じく全編にわたり朱筆による傍
点が加えられているが、保存状態がやや悪く、一部の箇所では虫食いも見られ
る。黒色や赤色での修正も見られるが、東洋文庫本ほどは多くない。金 1978
で分析が行われたのがこの資料である。また、この本のみに見られる特徴とし
て、一部の文字において声調にかかわらず右側にやや太い黒色の筆での傍点や
それにさらに書き加えて円としたものも見られる。それらは漢字の声調にかか
わらず必ず右側に振られる事などから声調を表す傍点とは考えられないので
本論文では扱わない。以下、場合により 「奎甲」 と略す。
　　III)　奎章閣本乙 （下のみ）
　ソウル大学奎章閣所蔵。分類番号一簑古 495.1824Y63jc。下冊のみであるが、
やはり全体にわたり朱筆による傍点が書き加えられている。この本は上の二本
に比べて修正された箇所が圧倒的に少ない。以下、場合により 「奎乙」 と略
す。なお、この本については菅野 1977および金 1978では触れられていない。
　また、菅野 1977によればこれらのほかに菅野氏自身が 『重刊老乞大諺解』
上冊のみを一冊所有しているというがこれについては未見である。
２．　声調を表す傍点について
　漢語の音韻を考える上で重要な要素は声韻調の三つである。表音文字である
ハングルより声母と韻母ははっきりと表記されたが、声調の表記については工
夫がこらされた。初めてハングルによる注音が行われた 16世紀初めのいわゆ
る 『翻訳老乞大』 では漢字の下に添えられた左右二種類のハングル2） それぞれ
に伝統的な朝鮮語の声調を表す傍点の知識を応用して漢語の声調を表す傍点
があわせて刻された。しかし、その後の諺解資料では、朝鮮語自体の声調体系
の崩壊が関係してかそのような方式がとられず、声調に関する表記は行われな
くなった。
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　そういった状況の中で先に紹介した資料ではほぼ共通して以下のような記
号が手書きにより書き加えられているが、それらは 『翻訳老乞大』 で用いられ
ていた方法を元にいくつかの変更が加えられたものである。また、上記のよう
に 『翻訳老乞大』 では一つの漢字に傍点を含む二種類の音が付けられたが、
『重刊老乞大諺解』 を含む手書きによる傍点が添えられた資料においては漢字
そのものに一種類のみの声調表記が行われているのが常である3）。なお、本論
文では理解しやすいように数字による転写表記を行うことにする。
・〈表１〉『重刊老乞大諺解』 での声調を表す傍点およびその転写表記
陰平 陽平 上声 去声 入声Ⅰ4） 入声Ⅱ
変調なし
　□ヽ
　１　
　    □：5）
　２　
ヽ□ 　
　０　
　□ヽ
　１　
  □ヽ
   １　
   □：
　２　
変調有り
　□ゝ
　①　
□ゝ、□く
  ①　、②
　□ゝ
　①　
　□ゝ
　①　
  □ゝ
  ①　
□ゝ、□く
  ①　、②
例字 中、生など 人、銭など 我、馬など 大、到など 的、物など 學、説など
（□は傍点の振られた漢字を表す。その下にある数字が転写表記）
　上の表のようにまとめると、大きく三つの類型があることがわかる。すなわ
ち、変調の起こってない状態で右側に一点、右側に二点、そして左側に一点の
ものである。なお、ここで変調と呼んでいるのは、二字、あるいはそれ以上の
字が連続したとき、前後の字の関係により先に現れる字が本来の傍点と異なっ
た形で現れるものである。そのため、特定の声調の連続があれば必ず変調が起
こるわけではないし、「変調有り」 の形の傍点が句末に現れることはない。変
調も元の声調が異なっていても同じように三つの類型が区別なく発生してい
る様子が見られる。どのような変調の形式となっているかは以下の通り。
・〈表２〉『重刊老乞大諺解』 における二字の変調の発生状況6）
上字　　   　　下字
7）
１ （陰・去・入Ⅰ） ２ （陽・入Ⅱ） ０ （上）
　１
　　（陰・去・入Ⅰ）
　→　１＋１
　　　書　籍
　→　①＋２
　　　今　年
　→　①＋０
　　　自　己
　２
　　（陽・入Ⅱ）
　→　②＋１
　　　黄　金
　→　①＋２
　　　羊　肉
　→　①＋０
　　　朋　友
　０
　　（上）
　→　０＋１
　　　火　伴
　→　０＋２
　　　早　晨
　→　①＋０8）
　　　洗　臉
　→０＋１
　　那　裏 （疑問詞）
　この表から明らかになるように、下字に０が来た場合は上声字同士による０
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＋１型の変調を除き上字の声調が何であれ①＋０となることがわかる。そのた
め他に変調を起こさない箇所がない限りその上字の本来の声調は特定できな
くなってしまう。
３．　三本における傍点の異同について
　『翻訳老乞大』 では、上声字の連続による連読変調の様子がその凡例におい
て言及されている。「但連兩字皆上聲而勢難倶依本聲之呼者、則呼上字如平聲
濁音之勢、然後呼下字可存本音、故上字二点。若下字爲虚、或兩字皆語助、則
下字呼爲去聲。」 というものである。ここでは二種類の変調を説明しているが、
それぞれ上声が連続したときに、
　一、 上字が平声濁 （陽平） のようになり二点として表され、下字は上声を保
つ。
　二、 下字が虚詞、あるいは上字、下字がともに語助詞の場合は下字が去声
（一点） となる。
　というものである。一つ目は現代北京語に見られるような三声と三声の字が
連続した時に、前の字が二声として発音されることを、また、二つ目は 「子」
や 「了」 など本来三声の字の前に三声の字が来た場合に前の字が三声で発音さ
れ、後に来たこれらの字が軽声として発音される現象に類似したものを連想さ
せる。
　それに対してかつて鋤田 2005では東洋文庫本 『重刊老乞大諺解』 での上声
字の連読変調に現れる特徴的な現象を指摘した。そもそも 『重刊老乞大諺解』
でも 『翻訳老乞大』 の傍点付加法を元に傍点が付けられていると考えられる
が、実際につぶさに見ていくと、特に上声の連読変調において 『翻訳老乞大』
とは明らかに異なった状況が観察されるのである。それは、主に以下の二点で
ある。
　a、『翻訳老乞大』 では二種類の変調がかなり明確な条件の下に見られるが、
『重刊老乞大諺解』 では、いくつかの特定の語を除き上字下字の関係如何に関
わらず上字が変調を起こし、下字が上声を保つ例が圧倒的に多い。
　b、上声の連続が句末に現れた場合、それぞれの字の構造関係により上字が
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上声を保ち、下字が一点として現れる事がある。
　なお、『翻訳老乞大』 および 『重刊老乞大諺解』 ではともに上声字が三字以
上連続する際、先行する二字 （あるいはそれ以上） が同時に変調を起こすこと
はない9）。本章では上に挙げた a、b の状況が果たして東洋文庫本 『重刊老乞
大諺解』 にのみ見られる孤立した状況なのか、あるいは当時の訳学員の間であ
る程度共通して理解されていた事柄なのかを三本の対照を通して明らかにし
ていきたい。
　では、実際に上に挙げた a に当てはまる語が含まれる句をいくつか挙げて見
てみよう。まずは、下字が虚詞、あるいは語助詞ではない場合を見てみると以
下の様になる。
(1)　奎甲 ① ０ ０ ② １ ① ０ ① ０
　　 東 ① ０ ０ ② １ ① ０ ① ０
　　　　　　［｛再有｝｛五六日｝］［｛可以｝｛到了｝］（上 10a110））
　ここで挙げた句では、上声字の連続が二箇所で見られる。まず、一つ目の上
声字の連続は 「有」 と 「五」 であるが、ここでは変調を起こしておらず、とも
に０のままである。変調の発生具合から構造を分析すると、括弧でくくったよ
うに 「有」 と 「五」 の間に切れ目があることがわかる。この例からもわかるよ
うに上声字が連続すれば必ずどちらかの変調が発生するというわけではない。
これに対し、二つ目の上声字の連続 「可以」 では上字が①となり下字が０を保
つ変調が発生して、『翻訳老乞大』 と同じような状況となっている。このよう
に変調が発生するかどうかは両方の上声字の語法的な関係が大きく関わって
いるのである。このような状況を見れば傍点を付けた訳学員は機械的に傍点を
付けていったのではなく、内容も十分理解した上で傍点を付けていったことが
わかる。逆に言えば、上声の連読変調に限らず変調の発生状況により彼等がど
のように文の構造を把握していたかを判断する基準となりうるのである。
(2)　奎甲 ① ０ ① ０ ２
　　 奎乙 ① ０ ① ０ ２
　　 東 ① ０ ① ０ ２
　　　　　　［好歹］［等你來］（下 52b6）
　この例では、上声字が四字連続しているが、変調の様子から彼等訳学員が
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［好歹］と［等你來］をそれぞれ一かたまりとして認識していたことが傍点に
現れている。このような認識は大多数の箇所で三本とも合致しているが、一部
においては食い違いが現れていることもある。
(3)　奎甲 ① ０ ０ １
　　 東　 ① ０ ０ １
　　　　　　［也有］［好的］（下 42b3）
　　 奎乙　 ０ ① ０ １
　　　　　　［也］［有好的］
　文法の上から見れば、「也」 は副詞であり、動詞 「有」 以下にかかっている
と考えるべきであるが、変調の発生状況より見て奎甲本および東本は ［也有］
［好的］ と区切っているのに対し、奎乙本のみ ［也］ ［有好的］ と異なった切り
方をしていることがわかる。多くの箇所で三本共に同じような記号が付けられ
ているが、一部分でこのような差違も見られる。
　続けて東洋文庫本で際だった特徴であった下字が虚詞、あるいは語助詞で
あってもやはり上字が変調を起こす例を他の二本も併せて見てみよう。
(4)　奎甲 ① ０ １ １
　　 東　 ① ０ １ １
　　　　　　［打了］［一下］（上 25a9）
(5)　奎甲 ① ０ ② １ １ ① ０
　　 奎乙 ① ０ ② １ １ ① ０
　　 東　 ① ０ ② １ １ ① ０
　　　　　　 毀了文券［便］［好了］（下 18b9）
　以上の二例はともに上声が連続し、下字が 「了」 となっているため、『翻訳
老乞大』 の凡例に従えば、共に０１となる事が期待されるのであるが、すでに
明らかになっている東洋文庫本と同じように、他の二本の奎章閣本も上字が変
調を起し、①０となっている様子が記されていることがわかる。さらに、他の
例も見てみよう。
(6)　奎甲  ①２①②１　①０
　　 奎乙  ①２①②１　①０
　　 東  ①２①②１　①０
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　　　　　　［天平地平的］［等子］（下 26b4）
(7)　奎甲　  　①０　１ ①０
　　 奎乙　 　①０　①②１
　　 東　　 　①０　１①０
　　　　　　［剪子］［一百把］（下 64a9）
　以上の二例は、共に 「子」 で終わる語であり、上に挙げた 「了」 の場合と同
じく０１となる事が期待される。しかし、ここでもやはり三本とも①０という
上字が変調を起こしているように表記されている。なお、直接本章の取り扱う
例とは関係しないが、下の例では奎乙本のみ 「把」 字が１と記録されており、
それにより前の二字の変調状況にも違いがでている。他の二本では 「把」 字が
０ （あるいは上声の連読変調により①） と記録されている箇所が圧倒的に多いの
に対し、奎乙本では０と記録する事もありながら、他の箇所でも 「把」 字を１
と記録している事が多く見られる11）。このようにいくつかの字においてある傾
向をもって記号の差違が見られることがある。
　次に、東洋文庫本で０１となる、a で 「特定の語」 と表現した語が他の二本
でどうなっているかを見てみよう。
(8)　奎甲　  　０１　①０１①０
　　 奎乙　 　０１　①０１①０
　　 東　　 　０１　①０１①０
　　　　　　［那裏］［便有現銀子］（下 54a4）
(9)　奎甲 ０ ① ０１  ①２　０１
　　 奎乙 ０①０１  ①２　０１
　　 東 ０①０１  ①２　０１
 也不肯單［向着］［買主］（下 10b9）
(10)　奎甲　    ０１
　　   奎乙　   ①０
　　   東　　   ①０
　　　　　    ［姐姐］（下 4a2）
　特定の語とは、疑問詞 「那裏」 と名詞 「買主」 である。これまで見てきたよ
うに、『重刊老乞大諺解』 では実際には①０型の変調を起こす例が多く、０１
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型の変調を起こす語はほんの僅かしか見られない12）。三本とも全体にわたって
疑問詞 「那裏」 は０１、指示詞 「那裏」 は①０と劃然とした区別がなされてい
るが、この区別の方法は 『翻訳老乞大』 と同じである。二つ目の 「買主」 とい
う語についてみてみると、やはりすでに確認されている東洋文庫本と同じく他
の二本でもこの語が現れる全ての場所で０１と表記されている。しかし下字が
「主」 であり、虚詞、あるいは語助詞ほどに弱くなっていないと考えられるの
に、なぜこの語が特に０１として記されるかは判断の難しいところである13）。
一つ考えられる可能性としては、対極の存在である 「賣主」 が①０となるた
め、これとの混乱を避けるため表記の上で敢えて０１としたというものであ
る。三つ目に挙げた 「姐姐」 の場合は、上記の二語と状況がやや異なる。この
語は上冊に二回、下冊に二回出現するが、東洋文庫本では四回とも全て①０で
あり、奎甲本の場合は上冊では①０、下冊では０１とそれぞれ二箇所ずつなっ
ている。さらに下冊しかない奎乙本では一箇所では①０、もう一箇所では１１
と表記されているという複雑な状況が見られるのである。「姐姐」 の例は上の
二つの語と同じように述べることは出来ないが、このような表記がなされてい
る事は気にとめるべきであろう。
　続いて、連続する上声字の上字が上声を保ち、下字が１となる b の事例を挙
げて見てみよう。
(11)　奎甲　  ①２１１   ①２①０　１
　　   東　　  ①２１１   ①２①０　１
　　　　　     誰人出外［頂着房子］［走］（上 40a9）
(12)　奎甲　   １①０　０①０
　　   東　　   １①０　０①０
　　　　　    ［這箇馬］［走的好］（上 11a7）
　以上の二例は共に 「走」 字が連続する上声の下字となった場合の例である。
上の例は東洋文庫本では０１型の変調を起こしているが、同じ箇所を奎甲本で
見るとやはり同じように０１型の変調が起こっていることがわかる。なお、下
の例も同じように 「走」 字が連続する上声の下字にあたっているが、さらに後
に他の字が続くため本来の上声を表す０と記録されている様子がわかる。
(13)　奎甲　   ①０２  ①０　１
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　　   奎乙　  ①０２  ①０　１
　　   東　　  ①０２  ①０　１
　　   　　　  梳了頭［洗了］［臉］（下 50a7）
(14)　奎甲　  １１１  ０２　①０
　　   東　　  １１１  ０２　①０
　　　　　     快快的［起來］［洗臉］（上 34b4）
　これら二つの句は共に上声である 「臉」 字で終わっているが、それぞれ１と
０とで異なっている。これも先に挙げた 「走」 字の例と同じように解釈するこ
とが出来るだろう。b で挙げたそれぞれの語の構造関係とは、すなわち［その
他の字＋上声上字］＋［上声下字 （句末）］というように、句末の上声下字がその
前の上声上字と変調を起こさないというものである。このような条件を考えれ
ば、理論の上では句末で連続する上声が両方とも変調を起こさないという可能
性はないことになる。とはいえ、実際には句末で連続する上声が両方とも変調
を起こさず００と記される例は全く見られないわけではない。
(15)　奎甲 １ ① ０ １
　　   奎乙 １ ① ０ ０
    1 14）
　　   東 １ ① ０ ０
 喫［多少］［酒］（下 38a4）
　しかしながら少なくとも三本共に句末の連続する上声が００となっている
句を見ることは出来ない。この句では奎乙本において句末での上声の連続が
００という形で現れているが、他の二本を見ると、奎甲本では先に述べた通り
の変調を起こしており、東洋文庫本では元は００と記されていたものの修正に
より０１としているのである。しかしながらこのような状況は訳学員にとって
判断の難しい所であったようで、三本の解釈の違い、あるいは修正を行った跡
も多く見られる。
　以下の例は、全て 「都買了」 という語が句末に現れているが、各本において
解釈のかなり分かれている様子がはっきりと見て取れる。
(16)　奎甲    　①０　１
　　　　　　［都買］［了］（下 28b8）
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　　   奎乙   　 １　０１
　　　　　　 ［都］［買了］（同上）
　　   東　   　 １　①０
　　　　　　 ［都］［買了］（同上）
(17)　奎甲　  １０１１１  １　０１
　　　　　     這幾樣的又［都］［買了］○（下 31a9）
　　   奎乙　  １０１１１  ①０　１
　　　　　     這幾樣的又［都買］［了］（同上）
　　   東　　  ①０１１１  １　①０
　　　　　     這幾樣的又［都］［買了］（同上）
(18)　奎甲　    １１１１１１０  １　①０
　　　　　      這些貨物書籍也［都］［買了］（下 65a10）
　　   奎乙　   １１①２１①０  ①０　１
　　　　　      這些貨物書籍也［都買］［了］（同上）
　　   東　　   １１１１１１０  １　０　０
　　　　　      這些貨物書籍也［都］［買］［了］（同上）
　なお、構造を分析するにあたって、一部で０１となっている買了を一つの固
まりと見たが、このほかに単音節＋了という組み合わせで０１となるものはほ
とんど見られない15） ため、必ずしも 『翻訳老乞大』 にあるような 「下字爲虚」
における変調形式が認められると言えるものではない。
　ここまで上声の連読変調を中心に三本の比較を行ってきたが、それ以外にも
傍点の比較により明らかになることは多い。例えば東洋文庫本では上声字では
ないと考えられる 「利」 字が全ての箇所で０と記され、加筆により１、あるい
は①と修正されているが、他の二本でどうなっているかを見てみると、奎章閣
の二本では共にはじめから上声ではない１、あるいは①として記されている様
子がわかる。
(19)　奎甲　  ②１①②１
　　   奎乙　  ②１①②１
　　　　　　  　 ① 　　
　　   東　　  ②１０②１
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　　　　　      尋些利錢的（下 25b1）
　また他にも、上声の話とはやや離れるが以下のように三本とも共通して本来
の声調とは異なった傍点で表記が行われた例も見られる。「靴」 字は陽平であ
るが三本とも現れる全ての箇所では２ではなく１として記されている。
(20)　奎甲　  １１１①②１
　　   奎乙　  １１１①②１
　　   東　　  １１１①②１
　　　　　     夏間穿猠皮靴（下 49b3）
　そもそも、本章では三本共に共通した傍点を持つ例を主に挙げて説明を加え
てきたが、先に述べた甲乙本における 「把」 字のように、同じ字であっても出
現箇所により異なった声調で表されることも少なくない。そのようなことは珍
しくなく、そもそもそれぞれの本に付けられた傍点が必ずしも同一人物により
同一時期に付けられたという保証はないのである。
４．　おわりに
　これまで三種類の 『重刊老乞大諺解』 における声調を表す傍点を上声の連読
変調を中心に行ってきた。今回の対照を通して 『翻訳老乞大』 や現代北京語と
は明らかに違う特徴的な上声の連読変調の描写も東洋文庫本 『重刊老乞大諺
解』 に孤立して見られるものではなく、少なくとも三本の 『重刊老乞大諺解』
でほぼ同じように共通して用いられている事がわかった。詳しく見れば、三本
の傍点が多く合致する中において一部では差違も見られたがこれはそれぞれ
の本に傍点を付けた訳学員の解釈がそのまま傍点の違いとして現れたものと
考えられる。つまり、ある元となる一本があり、他の二本、あるいは一本がそ
れを単に引き写した、といった性質のものではないということである。本論文
では 『重刊老乞大諺解』 に特徴的な例をいくつか取り出してそれらに対して分
析を行ったが、今後は全体にわたり綿密な対照を行い、上声の連読変調以外の
変調発生の条件や各本ごとの特徴なども明らかにしていきたい。
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注
1) ハングル制定以前の資料を含め、漢字のみの表記により構成されているものを
「漢語本」 と呼び、多く漢語本を元にハングルによる注音と翻訳 （こちらには漢
語が混じることもある） を 「諺解本」 と呼ぶ。
2) 『重刊老乞大諺解』 を含む多くの諺解本には一つの漢字に対して左右二種類のハ
ングルが注音として添えられている。大体の場合左側の注音 （左側音） は彼等
が正統的だと認識した韻書の音系に基づく語音であり、右側の注音 （右側音） は
それぞれの諺解本が編纂された当時 （あるいはそのやや前） の現実的な語音を
反映したものである。
3) 『翻訳老乞大』 では、左右二種類の傍点の組み合わせで平声、去声の区別を行っ
ていたが、このため以下に述べるように区別が出来なくなってしまった。
4) 入声Ⅰ、入声Ⅱの分類については、主に入声字の持つ主母音により分類されて
いると考えられるが 『翻訳老乞大』 での入声字については遠藤 1984で、東洋文
庫所蔵 『重刊老乞大諺解』 での入声字については鋤田 2006で具体的な考察が進
められている。
5) なお東洋文庫本ではこの２の表記が予想される字のうち一ヶ所で三点 （「ミ」 の
ような記号） のものが現れる。菅野 1977によれば、それは 『重刊老乞大諺解』
以外の資料で２の変種として現れることがあるようである。本論文で取り上げ
る資料ではこの一ヶ所のみにしか現れないため、これを２として取り扱うこと
にする。
6) 三字以上が連続して変調を起こす場合はこれに準じて変調が発生している様子
が見られる。例えば 「朝鮮人」 では、２＋１＋２の組み合せが②＋①＋２とな
り、「連其餘的馬 （、都染的壞了）」 では、２＋１＋２＋１＋０が②＋①＋②＋
①＋０となっている。
7) 本論文では、連続する二字のうち先に現れる字を上字と呼び、後に現れる字を
下字と呼ぶ。例えば本表で１＋１の例として挙げた 「書籍」 という語では、「書」
が上字であり、「籍」 が下字となる。
8) 上声０＋上声０という組み合わせについては、まず陽平２＋上声０という状況
が発生し、さらにそれが①＋０へと変化したという菅野 1977の解釈に従う。
9) 例えば上声字が三字連続した場合は、句内の語同士の関係により 「［０］ ［①０］」、
「［①０］ ［０］」 などといった傍点が振られるということである。
10) 例文の後の括弧内の情報は、順に例文の現れる冊 （上下）、頁数、表裏 （ab）、行
数を表す。
11) 例えば同じ介詞であっても 「把銀子花使了」 ( 下 51a8) では 「０①０１①０」 と
記され、他の二本と同じく０となっている一方で、「把鞍子摘了」 ( 下 43a6) では
「１①０①０」 などとなっており、明らかに上声以外の声調を表す１と記録され
ている例が見られる。
12) なお、形の上ではいくつかの箇所で０１型の変調に見える語も他に見られるが、
下字に当たる字の出現回数が少なく、その字が 『重刊老乞大諺解』 各本で間違
いなく上声として扱われている例が確認出来ないものもある。従ってここでは
そのような字は非上声として扱うことにした。
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13) なお、李栄主編 2002によれば現代西北官話方言において 「買主」 の 「主」 字が
軽声と読まれる地点があるが、訳学官と接触が多かったと考えられる東北・河
北・山東などの地域ではその様な現象は見られない。
14) 一部箇所では主に黒筆で修正した跡があるものが見える。三本の紹介ですでに
述べたが、東洋文庫本が一番修正が多い。本論文では修正を元々朱筆で書かれ
た記号転写の上に斜体字で表す事にする。すなわち、ここでは東洋文庫本にお
いて、「酒」 字にまず朱筆で０が記され、その上に１と修正を加えている事を表
している。
15) このほかに単音節＋了で０１となっているものが全くないわけではない。とは
いえ他の例としては 「早了」 （下 35b10） で奎乙本に０１という傍点が振られて
いる事を挙げられるのみである。奎甲本、東本ともに①０となっており、この
句が０１となる明確な条件は認められない。
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《付録》『重刊老乞大諺解』 三本影印
（下冊冒頭部分）
左・東洋文庫本
中・奎章閣甲本
右・奎章閣乙本
